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・
気
合
せ
技
術
考
 

 
技
の
三
原
則
 

①
接
触
面
の
静
止
（「
掴
ま
れ
た
」
部
位
は
「
接
触
面
」
と
し
て
「
静

止
」
さ
せ
て
い
く
事
）
 

②
力
を
反
作
用
で
（
自
分
の
身
体
は
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て

物
だ
け
を
動
か
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
身
体
が
動

い
て
し
ま
う
反
動
で
物
も
動
か
す
作
業
）
 

③
梃
子
の
複
合
（
必
要
な
の
は
握
っ
た
箇
所
を
「
支
点
」、
腹
筋
力

を
「
力
点
」、
相
手
の
肘
が
「
作
用
点
」
と
い
う
よ
う
な
、
単
純
な

「
梃
子
」
関
係
な
ど
で
は
不
十
分
で
す
。
「
押
し
と
引
き
」
で
成
立

し
て
い
る
力
の
バ
ラ
ン
ス
構
造
自
体
を
「
支
点
」
と
し
、
腹
筋
の

引
き
込
み
は
「
力
点
」、
相
手
の
肩
か
ら
上
半
身
を
「
作
用
点
」
に

で
き
る
よ
う
な
「
梃
子
」
を
重
層
的
に
使
う
）
 

 
三
な
い
 

①
力
ま
な
い
 
②
逆
ら
わ
な
い
 
③
挑
ま
な
い

 

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載
 
 

第
２
章
ア
イ
シ
ン
グ
の
科
学
 
 

２―
６
 
ア
イ
シ
ン
グ
の
生
理
学

 

⑥―
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
前
の
ア
イ
シ
ン
グ
の
効
果

 

⑤
ア
イ
シ
ン
グ
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
・
・
・
・
・
・

 

こ
こ
で
紹
介
し
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
前
の
ア
イ
シ
ン
グ
は
、

通
常
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
組
み
合
わ
せ
て
こ
そ
効
果
を

発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

ア
イ
シ
ン
グ
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
助
け
る
働
き
を
し
ま

す
が
、
そ
れ
自
体
で
は
決
し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
方
法
を
利
用
し
よ
う
。
 

２―

７
 
氷
の
持
つ
優
れ
た
能
力―

他
の
冷
却
用
具
と
の
比
較

 

①
冷
や
す
た
め
の
道
具
た
ち
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

ア
イ
シ
ン
グ
は
筋
肉
や
関
節
を
冷
や
す
の
が
目
的
で
す
か
ら
、

そ
の
た
め
の
道
具
は
体
か
ら
熱
を
奪
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
も
一
般
的
で
、
便
利
な
の
が

氷
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
タ
イ
プ
の
コ
ー
ル

ド
パ
ッ
ク
（
化
学
薬
品
が
中
に
入
っ
た
冷
却
剤
）
や
、
常
温
で
保

存
し
、
叩
く
な
ど
の
刺
激
で
瞬
間
的
に
冷
た
く
な
る
コ
ー
ル
ド

パ
ッ
ク
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

ど
れ
が
最
も
ア
イ
シ
ン
グ
に
適
し
て
い
る
の
で
し
ょ
か
？
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
・
欠
点
を
持
ち
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
と
も
い
え
ま

す
が
、
使
い
勝
手
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
総
合
的

に
は
や
は
り
氷
が
一
番
の
よ
う
で
す
。
冷
却
能
力
に
も
優
れ
、
安

価
で
、
誰
に
で
も
簡
単
に
用
意
で
き
、
し
か
も
凍
傷
を
起
こ
し
に

く
い
な
ど
安
全
性
の
面
で
も
優
れ
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
 
道
場
だ
よ
り
 

 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
瀧
井
師
範
 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０
 
 

 
上
野
道
場
の
近
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
夏
期
合
同

練
習
会
は
全
員
が
参
加
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

夏
休
み
中
の
行
事
に
よ
り
土
屋
仁
人
君
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
人
に
ま
じ
り
道
場
と
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
乱
取
り
も
大
人
の
中
で
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
来
年
は
、
竹
村
太
一
君
、
竹

村
公
孝
君
も
一
緒
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
今
道
場
で
は
、
八
寸
ひ
し
ぎ
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
竹
村
君
の
お
母
さ
ま
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
器

物
の
一
環
で
子
供
た
ち
で
も
、
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
練
習
し
、
こ
と
あ
る
と
き
に
発
表
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
竹
村
太
一
君
 

、
公
孝
君
、
土
屋
仁
人
君
が
三
級
を
目
 

指
し
て
科
目
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

着
実
に
三
人
と
も
上
達
し
て
い
る
の
 

を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
 

く
思
い
ま
す
。
昇
級
目
指
し
 

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

１
１
月
に
は
社
教
の
フ
ェ
ス
 

タ
が
ま
た
や
っ
て
来
ま
す
。
 

今
年
も
だ
ん
だ
ん
残
り
少
な
 

く
な
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
 

い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
部
道
場
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
舘
 
長

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

 

・
練
習
の
主
な
も
の
は
、
杖
の
習
得
、
少
し
の
科
目
練

習
、
科
目
外
指
導
の
習
得
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
「
研
究
会
」
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
関
係
も
あ
り
、
科

目
習
得
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
ず
は
、
優
先
順
位
、
科
目
習
得
が
大
前
提
で
す
。
 

 
本
部
使
命
は
、
よ
り
多
く
の
理
解
者
を
増
や
す
努
力

を
、
怠
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
。
 

  

 

三
鷹
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

 

若
い
子
達
の
成
長
は
三
鷹
道
場
の
財
産
で
あ
り
、
連

盟
の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
生
活
の
活
躍
ぶ
り
を

聞
け
る
の
は
私
自
身
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
来
年

受
験
を
控
え
た
子
へ
の
応
援
も
み
ん
な
で
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
さ
ん
と
共
に
、
も
っ
と
積
極
的
に
地
域

へ
ふ
れ
あ
う
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の
草
む
し

り
や
協
働
セ
ン
タ
ー
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
に
加
わ
り
ま

し
た
。
三
鷹
と
世
田
谷
道
場
を
賛
同
し
て
頂
い
て
い
る

方
々
と
の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
皆

さ
ん
方
の
お
か
げ
を
も
ち
、
道
場
内
の
風
通
し
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

城
北
道
場
 
中
武
師
範
 

 
舘
 

長

 
 

場
所
 
荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
土
小
学
校
体
育
館
 
３
Ｆ

 

練
習
日
時
 
毎
週
土
曜
日
１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 

※
８
月
６
日
・
二
級
審
査
合
格
 
市
川
大
地
さ
ん

 

※
９
月
３
０
日
６
級
審
査
合
格
 
灘
波
隆
人
さ
ん

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
少
の
部
は
、
鈴
木
琉
加

君
と
共
に
、
た
の
し
く
技
の
習
得
に
心
が
け
。
声
出
し
、

挨
拶
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
、
小
川
雄
大
君

が
稽
古
に
来
て
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
部
は
、

三
部
に
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
練
習
、
科
目
、

科
目
外
と
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。
難
し
い
と

の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
舘
長
は
、
お
構
い
な
く
ど
ん
ど

ん
進
め
ま
す
。
何
回
か
繰
り
返
す
う
ち
に
分
か
っ
て
き

て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。
気
を
抜
か
ず
に
、
習

得
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

  
 

世
田
谷
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
世
田
谷
区
船
橋
３
・
１
１
・
８
船
橋
地
区
会
館
一
階
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
１
８
：
０
０
～
１
９
：
３
０
 

 

成
田
さ
ん
の
昇
段
審
査
に
よ
り
、
道
場
内
の
意
識
も

変
わ
り
ま
し
た
。
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
で
全
体
が
一
丸

と
な
り
審
査
に
臨
ん
だ
よ
う
に
思
い
 

ま
す
。
昇
段
審
査
前
の
三
鷹
道
場
へ
 

の
出
稽
古
な
ど
は
、
皆
ん
な
へ
力
強
 

い
根
気
を
与
え
ま
し
た
。
よ
い
運
気
 

が
運
べ
る
の
は
日
頃
の
交
流
が
あ
 

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
三
瓶
 

さ
ん
の
広
報
活
動
に
よ
り
、
体
験
学
 

習
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
 

へ
至
ら
な
い
の
が
私
の
能
力
不
足
で
 

す
が
、
そ
う
し
た
協
力
に
よ
り
道
場
 

が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
 

は
、
私
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

東
葛
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
島
師
範
 

場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 
我
孫
子
中
学
校
武
道
場
 
 

練
習
日
時
 
毎
週
水
曜
日
１
9
：
０
０
～
2
１
：
０
０
 
 

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８
 

       

ひ
た
ち
な
か
教
室
 

平
戸
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
 

 
 
 
 

 

東
芝
府
中
教
室

 

 
大
関
師
範

 

 
連
絡
先

 

０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

 

 

日
時
 
 
 
不
定
期
開
催

 

 

1
0
/
5
現
在
、
我
が
N
P
O
法
人
護
身
武
道
連
盟

は
、
第
1
3
回
東
芝
グ
ル
ー
プ
 

社
会
貢
献
賞

（
T
o
s
h
i
b
a
 
"
A
S
H
I
T
A
"
 

A
w
a
r
d
）
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
「
国
内
外
で
行
わ
れ
た
社
会
貢
献
活
動
は
、
目

的
、
従
業
員
の
参
加
、
独
自
性
、
継
続
性
、
社
会
へ
の
影

響
、
社
外
団
体
と
の
協
働
の
有
無
な
ど
9
項
目
で
評
価

さ
れ
、
特
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
活
動
は
、
毎
年

1
2
月
に
社
会
貢
献
賞(

T
o
s
h
i
b
a
 

“
A
S
H
I
T
A
”
 
A
w
a
r
d)

と
し
て
、
社
長

表
彰
さ
れ
ま
す
。
毎
年
授
賞
式
に
あ
わ
せ
て
、
受
賞
し

た
事
業
所
・
グ
ル
ー
プ
会
社
に
よ
る
情
報
交
換
会
を

開
催
し
、
よ
り
効
果
的
な
社
会
貢
献
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で

す
。
最
終
結
果
は
1
0
/
末
に
発
表
さ
れ
る
予
定
と
の

事
で
す
が
、
日
々
の
社
会
貢
献
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
活
動
を
地
道
に
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

平
成
二
十
九
年
度
 

 

 
行
事
予
定

 

 
 
五
月
 
二
十
一
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

 
 
八
月
 
 
 
六
日
（
日
）
理
事
会

 

 
 
 
 
 
 
 
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会
 

 

 
十
 
月
 
八
日
（
日
）「
道
」
審
判
講
習
会

 

 
十
二
月
 
三
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

 
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
本
部
納
会

 

平
成
三
十
年

 

 
 
一
月
 
七
日
（
日
）
鏡
開
き

 

 
 
 
 
 
 
 
護
身
武
道
演
武
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
研
修
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会

 

 
 
三
月
 
十
九
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

平
成
二
十
九
年
度
 
第
一
、
二
・
四
半
期
 

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
理
事
会
 

第
６
０
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
５
月
２
１
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
４
小
会
議
室
 
 
 
 

 
審
議
事
項
 

 
 
一
夏
期
合
同
練
習
会
・
研
修
会
 

 
 
 
 
具
体
計
画
報
告
及
び
審
議
 
確
認
の
件
 

 
 
二
他
武
道
参
戦
実
施
計
画
の
 

 
 
 
（
台
東
区
、
荒
川
区
、
文
京
区
共
）
報
告

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件

 

 
 
三
演
武
会
実
施
要
項
に
伴
う
概
要

 

 
 
 
 
（
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
）
検
討
 
確
認
の
件

 

 
 
四
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
認
事
項
 

第
６
１
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
８
月
６
日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

 
場
所
 
台
東
区
東
上
野
３
の
２
４
の
６
 
 

 
 
 
 
東
上
野
区
民
館
 
２
０
２
集
会
室
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
審
議
事
項
 

 
 
一
夏
期
合
同
練
習
会
 
役
割
分
担
等
 
確
認
の
件
 

 
 
二
他
武
道
参
戦
代
替
事
業
の
企
画
 
 
確
認
の
件
 

 
 
三
演
武
会
実
施
要
項
計
画
 
検
討
 
 
確
認
の
件
 

 
 
四
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項
 

第
６
２
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
１
０
月
８
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０
８
 

平
成
二
十
九
年
度
 
第
一
、
二
・
四
半
期
 

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
事
務
局

 

・
報
告

 

 
平
成
２
９
年
８
月
６
日
 
 
弐
段
審
査
合
格
 

 

 
 
弐
段
認
可
（
支
部
指
導
員
）
 

 
 
 
 
 
世
田
谷
道
場
 
成
田
浩
昭
殿
 
 

 

 
 
 
 
 
城
北
道
場
 
 
鈴
木
隆
行
殿

 

 
平
成
２
９
年
１
０
月
４
日
 
初
段
審
査
合
格
 
 

 

 
 
初
段
認
可
（
指
導
員
助
手
）
 

 
 
 
 
 
東
葛
道
場
 
 
中
野
英
樹
殿
 
 

 

 
 
 
 
 
東
葛
道
場
 
 
鈴
木
聡
崇
殿
 
 

 

平
成
二
十
九
年
度
 
第
一
、
二
・
四
半
期
 

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）
 

 
個
別
相
談
 
 
 
二
 
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
登
校
拒
否
 
０
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
い
じ
め
 
 
０
件
 

 
①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。
 

 
②
友
達
が
出
来
な
い
。
 

 
③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
そ
の
他
 
 
２
件
 

 
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
 
 
０
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す
（
連
載
）
 

香
り
と
暮
ら
す
快
適
生
活
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
暮
ら
し
の
中
で
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
」
 

●
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
を
使
っ
て
 

ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
は
、
水
を
入
れ
て
オ
イ
ル
を
た
ら
し
、

キ
ャ
ン
ド
ル
や
電
気
で
温
め
る
容
器
、
部
屋
中
に
香
り
が
漂
い

ま
す
。
 

●
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
 

ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
入
れ
て
オ
イ
ル

を
た
ら
し
、
シ
ュ
ツ
と
空
気
中
や
足
元
に
吹
き
か
け
ま
す
。
 

●
カ
ッ
プ
の
お
湯
に
入
れ
て
 

熱
い
湯
に
入
れ
た
カ
ッ
プ
に
１
～
２
滴
た
ら
し
、
香
り
を
楽
し

み
ま
す
。
 

平
成
二
十
九
年
度
 
第
一
、
二
・
四
半
期
 

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉
 

第
６
８
回
指
導
者
研
修
会
 
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
５
月
２
１
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０

 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 

 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
室

 

 
研
修
内
容

 

 
 
 
①
気
合
せ
１
６
本
、
気
合
せ
柔
術
１
８
本

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
抽
出
指
導

 

 
 
 
②
審
判
、
審
査
の
暫
定
実
施
要
項
・
実
践

 

 
 
 
③
そ
の
他

 

第
６
９
回
指
導
者
研
修
会
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
８
月
６
日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
３
：
０
０
～
１
７
：
０
０
 

 
場
所
 
台
東
区
東
上
野
３
の
２
４
の
６
 
 

 
 
 
 
東
上
野
区
民
館
 
２
０
２
集
会
室
 

 
研
修
内
容
 

 
 
 
①
道
の
実
践
の
た
め
の
練
習
 

 
 
 
②
講
話
、
質
疑
等
 

 
 
 
⓷
気
合
せ
抽
出
指
導
 

 
 
 
④
そ
の
他
 

第
７
０
回
指
導
者
研
修
会
 
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
１
０
月
８
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
室
 

 
研
修
内
容
 

 
 
 
①
審
判
講
習
会
 

 
 
 
②
気
合
せ
講
座
 

 
 
 
③
そ
の
他
 

平
成
二
十
九
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

護
身
武
道
武
道
研
究
会
 

 
 
 
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉
 

※
科
目
外
指
導
項
目
（
気
合
せ
）
を
設
定
し
、
護
身
武
道
士
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
目
指
し
て
い
ま
す
。
逆
技
等
に
お
け
る
考
え
方
、

基
本
的
な
流
れ
・
支
点
・
複
合
性
・
関
係
性
等
を
分
析
・
解

析
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
構
成
す
る
た
め
に
７
２
項
目
を

整
理
し
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
（
３
級
か
ら
師
範
ま
の
レ
ベ
ル

別
解
説
で
す
。
）
 

三
級
・
・
１
項
目
、
二
級
・
・
８
項
目
、
一
級
・
・
１
０
項
目
、

初
段
・
・
１
０
項
目
、
弐
段
・
・
１
９
項
目
、
参
段
・
・
９
項

目
、
四
段
・
師
範
・
・
５
項
目
、
師
範
・
・
１
０
項
目
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
科
目
外
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
項
目
習
得

に
は
、
研
修
会
に
お
い
て
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
気
合
せ
は
、
現
在
の
科
目
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
科
目
習
得
が
第
一
で
す
、
護
身
武
道
の
、
更
な
る
根
本
理
念

と
し
て
構
築
し
て
い
る
も
の
で
す
。
機
会
を
設
け
て
、
指
導
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 

 
 

場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 

 

 
 
 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
第
４
小
会
議
室
 

 

 
審
議
事
項

 

 
 
 
一
夏
期
合
同
練
習
会
評
価
・
反
省
 
確
認
の
件

 

 
 
 
二
他
武
道
参
戦
及
び
代
替
行
事
検
討
確
認
の
件

 

 

 

 
 
 
 
①
審
判
規
定
・
審
査
関
係
内
容
検
討
等

 

 
 
 
 
 
「
乱
取
り
」
実
施
に
伴
う
実
施
要
項

 

 
 
 
 
②
気
合
せ
実
践
講
座

 

 
 
 
三
第
⒒
回
演
武
会
開
催
に
伴
う
検
討
確
認
の
件

 

 
 
 
四
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項

 

 

  

 

●
チ
シ
ュ
ペ
イ
パ
ー
や
コ
ッ
ト
ン
に
し
み
こ
ま
せ
て
 

自
宅
だ
け
で
な
く
、
職
場
な
ど
で
も
楽
し
め
ま
す
。
 

●
入
浴
の
時
に
 

湯
船
の
湯
に
数
滴
た
ら
す
と
優
雅
な
気
分
に
。
足
湯
も
効
果
的

で
す
。
 

城北道場 

初
段
昇
段
審
査
 
平
成
２
９
年
１
０
月
４
日
合
格

 

 
連
盟
審
査
官
 
笠
置
師
範
 
瀧
井
師
範

 

 
初
段
認
可
（
指
導
員
助
手
）
 

 
 
 
東
葛
道
場
 
中
野
英
樹
殿
 
 

 

 
 
 
東
葛
道
場
 
鈴
木
聡
崇
殿

 

 

1

0

月

4

日
東
葛
道
場
に
て

 

初
段
の
昇
段
審
査
を
実
施
し
、
 

中
野
英
樹
さ
ん
と
鈴
木
聡
嵩
さ
ん

 

が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
 

弐
段
、
参
段
と
上
の
段
を
目
指
し

 

て
長
く
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

 

思
い
ま
す
。
 

 

名
古
屋
教
室
 
 
 
及
川
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
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※
審
判
講
習

 

☆
第
６
２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
審
議
事
項
で
討
議

検
討
を
行
い
、
既
存
の
規
定
の
一
部
を
変
更
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
行
上
の
問
題
点
が
出
て
く
る
こ
と

も
あ
り
、
規
定
内
容
の
確
立
化
を
目
指
し
ま
す
。
技
術

委
員
長
の
指
揮
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
で
不
都
合
等
を
洗
い
出
し
、
護
身
武
道
ら
し
さ
の

残
る
規
定
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
 

 
主
審
１
名
、
副
審
２
名
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
１
名

 

・
全
員
が
主
審
、
副
審
を
経
験
し
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
ぞ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
他
武
道
に
お
い
て

数
々
の
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
各
道
場
に
お
い
て
、
昇

級
審
査
の
審
査
項
目
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
判
断

基
準
等
異
な
る
と
こ
ろ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
統
一
し

た
規
定
を
持
っ
て
、
今
後
の
乱
取
り
判
定
の
、
判
断
基

準
と
し
て
い
き

 

ま
す
。
問
題
点
と

 

し
て
は
、
副
審
の

 

人
数
、
配
置
、
判

 

定
の
決
定
方
法
、
 

服
装
等
。
ま
だ
、
 

改
善
テ
ー
マ
が

 

あ
る
よ
う
で
す
。
 

 
石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）
 

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０
 

和
菓
子
処
 
八
千
代
堂
 

本
 
 

店
 
合
羽
橋
通
り
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1
 

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5
 

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）
 

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

 

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）
 

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店
 

 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

 
３
８
３
１)

０
８
４
４
 

（有
）
カ
サ
ギ
電
気
工
業
（
電
気
工
事
、
設
計
）
 

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
４
８
４
）
６
２
８
２
 

平
成
２
９
年
度
夏
期
合
同
練
習
会
「
道
」
 

日
時
 
平
成
２
９
年
８
月
６
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
３
：
０
０
～
１
６
：
４
５

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
 
３
・
２
４
・
６

 

 
 
 
 
台
東
区
東
上
野
区
民
館
 
４
０
１
集
会
所

 

※
舘
長
挨
拶

 

 
三
行
事
の
一
つ
と
し
て
合
同
練
習
会
を
行
っ

 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
行
事
の
目
的

 

は
、
武
道
の
三
要
素
「
道
」
と
し
て
お
行
う
も
の

 

で
す
。
強
さ
と
は
何
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
？

 

等
を
考
え
、
思
う
場
と
し
て
設
け
て
い
る
も
の

 

で
す
。
人
間
は
、
社
会
性
の
高
い
こ
と
も
あ
り
、
 

ト
ラ
ブ
ル
等
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
、
特
に

 

難
し
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
如
何
に
、
穏
や

 

か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
角
度
を

 

変
え
て
、
護
身
武
道
を
通
し
て
学
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
生
き

る
こ
と
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
生
き

方
が
大
切
な
の
で
す
。
誇
り
と
、
自
信
を
も
っ
て
謙
虚
に
生
活
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
何
か
を
、
見
つ
け
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
今
回
の
昇
段
審
査
の
審
査
を
受
け
る
方
は
、
連
盟
か
ら
与
え
ら
れ

る
も
の
は
、
認
可
す
る
こ
と
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

す
る
か
否
か
は
、
自
分
自
身
で
す
、
認
可
は
、
出
発
点
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
旨
、
肝
に
銘
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
、
怪
我
の
無
い
よ
う
、
何
か
を
掴
ん
で
、
価
値
あ
る
時

間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
以
上
挨
拶
と
し
ま
す
。
 

※
気
合
せ
研
修

 

☆
昇
級
審
査
 
 
審
査
官
・
・
及
川
連
盟
指
導
官

 

 
三
級
審
査
（
川
井
信
隆
）
 
二
級
審
査
（
市
川
大
地
）
 

閉
会
式

 

合
同
練
習
会
講
評

 

 
昇
段
審
査
の
お
ふ
た
方(

鈴
木
さ
ん
・
成
田
さ
ん)

は
、
充
分

な
時
間
を
か
け
て
今
日
に
臨
ん
で
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
意
気
込
み
と
完
成
度
は
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

他
の
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
護
身
武
道
に
対
す
る
情
熱
を
感
じ
ま

し
た
。
演
武
会
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
 

夏
期
合
同
練
習
会
を
終
え
て

 

 
今
年
度
の
夏
期
合
同
練
習
会
も
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
回
は
、
合
同
練
習
会
と
し
て
初
め
て
東
上
野
区
民

館
を
使
用
し
て
参
加
者
の
方
々
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
部

分
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
 

 
今
回
の
練
習
会
は
、
昇
段
、
昇
級
審
査
中
心
の
練
習
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
舘
長
ご
指
導
の
特
別
講
座
で
、
常
日
頃
の
練

習
で
は
学
べ
な
い
こ
れ
か
ら
の
護
身
武
道
の
骨
格
と
な
る
技

を
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

昇
段
昇
級
審
査
に
伴
う
乱
取
り
で
は
、
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
も
ま
じ
り
大
人
と
の
乱
取
り
を
数
を
こ
な
し
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 
年
々
参
加
者
の
減
少
や
、
時
間
、
場
所
の
制
約
の
中
あ
る
意

味
、
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
合
同
練
習
会
で
し
か
出
来
な
い
何
か
が
、
不
足
し
て
い

た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
次
回
の
合
同
練
習
会
の
実

行
委
員
会
の
方
々
と
共
に
目
標
の
合
同
練
習
会
完
成
に
向
け

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
 
夏
期
合
同
練
習
会
実
行
委
員
長
 
 
 
 
 
瀧
井
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※心得唱和      

  平戸師範 

※ストレッチ    

  大関師範 

※基本練習   

 長島師範 

１
腕
脇
締
 
２
腕
沈
み
落

順
・
逆
 
４
腕
は
さ
み
落

 

５
腕
返
落
 
６
脇
合
せ
落
 

７
構
え
倒
 
８
構
え
落

 

９
手
刀
た
た
み
落
 

 

⒑
手
刀
捕
落
 

 

⒒
手
首
絡
落
順
・
逆
 

 

⒔
肘
上
落
逆
・
順
 

 

⒖
手
首
返
落
 

 

⒗
手
首
攻
落

 

⒘
手
首
巻
落

 

⒙
手
首
押
え
 

 

☆
昇
段
審
査
 
 
弐
段
審
査
（
成
田
浩
昭
）
 

 
 
 
 
 
 
 
弐
段
審
査
（
鈴
木
隆
行
）
 

審
査
官
 
実
技
審
査

 

 
 
 
 
 
長
島
連
盟
審
査
官
 
瀧
井
連
盟
審
査
官

 

 
 
 
 
面
接

 

 
 
 
 
 
平
戸
連
盟
審
査
官
 
大
関
連
盟
審
査
官

 

 

総当り・乱取り 

審
判
講
習
会
 
１
５
：
４
０
～
１
７
：
０
０

 

 

技
術
委
員
長
 
長
島
師
範

 

※
基
本
練
習

 

・
乱
取
り
参

 

加
者
と
し
て
、
 

市
川
大
地
さ

 

ん
を
含
め
、
 

ウ
ォ
ミ
ン
グ

 

ア
ッ
プ
で
す
。
 

他
武
道
参
戦
・
代
替
行
事
・
・
「
用
」
 

日
時
 
平
成
２
９
年
１
０
年
８
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
；
４
０

 

場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

 

弐段 認可状交付 ※合同練習会 

終了整理練習 
腕はさみ落 手刀たたみ落 手首攻落 手首巻落 肘上落 

 気合せ講座 
 指導項目２ 、３から 

 １７：００～１８：４０ 

  舘長 

・順手首迎え 
・順腕迎え ・順手首迎え ・逆手首迎え ・逆手首迎え 

・
代
替
行
事
と
し
て
、
審
判
講
習
会
、
気
合
せ
講
座
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
武
道
参
戦
に
向
け
て
は
。
諸
般
の

事
情
に
よ
り
、
連
盟
と
し
て
の
取
り
組
み
に
は
限
界
に
来
て
い

る
と
の
判
断
を
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

個
々
に
出
場
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
応
援
等
は
行
い
ま
す
。
 

 
護
身
武
道
乱
取
り
を
も
っ
て
他
に
挑
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

各
道
場
に
お
け
る
、
研
鑽
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
気
合
せ
・
科
目

外
練
習
も
、
大
切
な
一
つ
で
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
護
身
武
道
と

し
て
、
社
会
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
事
務
局

 




